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 2021 年度前期の同時双方向型オンライン授業の総括として、大和大学社会学部の１年を対

象にアンケート調査を実施した。そこで見えてきたオンライン授業の課題を整理し、その課

題を解決するために大学や教員ができることは何かについて考える。 
 
キーワード オンライン授業、ICT 

 
1. はじめに 
 コロナ感染症拡大の影響で、大和大学では 2020
年度よりハイブリッド授業を行ってきた。2021年

度後期からは、授業形態を全面的に対面授業に戻

すことになっているが、社会情勢によってはハイ

ブリッド授業に戻す可能性も残されている。また、

全面的に対面授業に戻ったとしても、オンライン

授業のメリットを生かした授業を行うことにより、

よりよい授業展開を期待できる。そこで、2021年

度前期が終わった現時点で、オンライン授業を総

括し、その課題を整理したい。 
 
2. 研究目的 
 本研究では、同時双方向型オンライン授業（以

下「オンライン授業」）に焦点を当てて、次の点に

ついて考察する。 
１．オンライン授業の問題点を整理する。 
２．今後のオンライン授業の改善の糸口を探る。 

 
3. 研究方法 
 大和大学社会学部１年生 202 名に対して、

Google Formsを利用してアンケートを実施した。

Q1とQ2は 5件法で選択肢してもらった。Q3は

選択肢を与え、当てはまるものすべてにチェック

をつける形で選択してもらった。また、選択肢に

該当するものがない場合は、その他として自由に

記述してもらった。 

4. 結果 
 オンライン授業の満足度（5 点満点）の平均は

2.7である。また、「対面授業と比べて不満足」ま

たは「不満足」と答えた学生は全体の 45.6%で、

オンライン授業に何らかの不満を抱いている学生

が多いのが現状である。 
 アンケート結果から見えてきた課題として、特

徴的なものを大別すると、次の 4つに分類するこ

とができる。 
①通信環境 
 不満足の要因と最も多いのは、「①通信環境に左

右されやすい（音声や映像がズレたり、途切れた

りすることがある）」（72.3%）で圧倒的に多い。こ

れに関しては、大学側と学生側の双方に問題があ

ると言える。 
②教師による授業の進め方 
 ①に次いで多いのが、「②授業が一方通行（先生

が勝手に授業を進めているだけ）になりやすい」

（47.0％）と「③先生の操作ミスで授業の進行が

妨げられることがある」（56.9％）である。これは

主に教員がＩＣＴ機器の操作やそれらを活用した

授業に不慣れであることに起因する。 
 ①の問題とは別に、「⑦Classroom にアップさ

れない板書事項や資料が見づらい」（32.7％）や「⑧

先生のジェスチャーや映像を使ったコンテンツが

見づらい」（32.7％）など、通信環境に関係なく、

オンライン授業ならではの学習環境にも不満をも



つ学生が多い。しかし、教師側の工夫や機器の導

入によって改善されるものもある。 
③学習者の授業態度 
 学習者側の問題として、「⑨誘惑が多く、学習に

集中しづらい」（32.7％）や「⑩周りに人がいない

ので、モチベーションを保って授業に積極的に参

加しづらい」（36.6％）が目立った。確かに、オン

ライン授業でよかった点として、「③学習に集中し

やすい」（10.9%）、「④モチベーションを保って授

業に積極的に参加しやすい」（13.4%）を挙げた学

生もいるが、全体としては少数で、多くの学生が

オンライン学習では集中できていない現状がうか

がえる。 
④授業への参加形態 
 オンライン授業では、Google Meet（一部教員

は Zoom）を使用する。学生とのやり取りでは、

学生が直接マイクをオンにして話す以外に、チャ

ット機能を使って、テキストメッセージで発言す

ることができる。また、ブレイアウトルーム機能

を使って、少人数でグループワークを行うことも

できる。アンケート結果は、「⑬声を出して質問し

づらい」（46.0%）、「⑪協働学習（ブレイクアウト

ルーム）に抵抗感がある」（36.1％）となった。対

面授業では大半の学生が抵抗感なく発言したり協

働学習に参加できているが、オンライン学習にな

ると抵抗感を持つ学生が少なからずいる。 
 
5. 今後の課題 
 アンケート結果から見えてきた 4 つの課題を、

今後の授業に生かしていくために、大学や教員が

できることは何かについて考えたい。 
① 通信環境 
 令和元年度から文部科学省が中心となって

GIGA スクール構想の本格的な運用が始まり、全

国の児童生徒向けの１人１台端末と、高速大容量

の通信ネットワークの整備が進んでいる。また、

大和大学でも来年度から「学術情報ネットワーク

（SINETS）」の運用を始めるので、通信観環境が

大いに改善することが期待できる。いずれにして

も、国からの大規模な支援が必要であり、どのよ

うな支援がどのくらい必要なのかを具体的に示し

ていく必要がある。 
② 教師による授業の進め方 
 オンライン授業は教師にとっても未知なる体験

であり、試行錯誤の連続である。もちろん、教師

自身がオンライン授業に関する知識と技能の向上

に努める必要があるが、実用レベルに達するには

時間がかかる。そこで活用したいのが学生の力で

ある。デジタルネイティブである学生の方がオン

ライン授業に対する順応性が高く、知識や技能面

でもはるかに向上するのが速い。ならば、オンラ

イン授業での機器の操作を含め、学生に積極的に

手伝ってもらうのが効率的である。学生の声をく

み取りながら、どのような技術や機器を使えば解

決できるのかを学生に考えてもらい、共に解決し

ていくことが必要であろう。 
③④学習者の授業態度・授業への参加形態 
 オンライン授業に関する技術的側面よりは学習

者の心理的側面の方が大きい。だからと言って、

学習者の努力の問題で片づけてはならない問題で

ある。「②授業が一方通行（先生が勝手に授業を

進めているだけ）になりやすい」（47.0％）に象

徴されるように、教師が対面で授業を受けている

学生にしか意識が向いていないことも大きな要因

の一つであろう。チャット機能には抵抗感がない

学生が多いのであるから、チャット機能をより頻

繁に使ったり、各ブレイクアウトルームと教師を

つなぐような取り組みを入れるなど、授業の進め

方で改善できる点も多くあるのではないだろう

か。 
 
6. おわりに 
 本研究ではオンライン授業の課題を整理し、そ

の課題を解決するために大学や教員ができること

は何かについて考えた。今後は対面授業とオンラ

イン授業を対比しながら、全面対面授業であって

もオンライン授業のよさを享受できるような授業

展開を模索していきたい。 
 
 



【資料】2021 年度前期学生アンケートの結果報告 
Q1.あなたは普段、学習にどれくらいパソコンを使っていますか。 

１．使ったことがない 2 1.0% 

２．ほとんど使わない 10 5.0% 

３．必要に応じて使っている 107 53.0% 

４．よく使っている 57 28.2% 

５．毎日使っている 26 12.9% 

 
Q2.同時双方向型オンライン授業の満足度を５段階で答えてください。 

１．不満足 7 3.5% 

２．対面授業と比べて不満足 85 42.1% 

３．対面授業と同じ 75 37.1% 

4．対面授業と比べて満足 16 7.9% 

５．満足 19 9.4% 

 

Q3.同時双方向型オンライン授業で悪かったのはどのような点ですか。 

①通信環境に左右されやすい（音声や映像がズレたり、途切れたりすることがある）。 146 72.3% 

②授業が一方通行（先生が勝手に授業を進めているだけ）になりやすい。 95 47.0% 

③先生の操作ミスで授業の進行が妨げられることがある。 115 56.9% 

④パソコン操作に不慣れで、課題をうまく提出できないことがある。 44 21.8% 

⑤対面授業に比べて課題が多い。 52 25.7% 

⑥目や耳が疲れやすい。 95 47.0% 

⑦Classroomにアップされない板書事項や資料が見づらい。 66 32.7% 

⑧先生のジェスチャーや映像を使ったコンテンツが見づらい。 66 32.7% 

⑨誘惑が多く、学習に集中しづらい。 83 41.1% 

⑩周りに人がいないので、モチベーションを保って授業に積極的に参加しづらい。 74 36.6% 

⑪協働学習（ブレイクアウトルーム）に抵抗感がある。 73 36.1% 

⑫周りに人がいないので、分からないところを調べるなど、自分で学習ペースを作りづらい。 21 10.4% 

⑬声を出して質問しづらい。 93 46.0% 

⑭相手が見えないので、発表などの表現活動がしづらい。 59 29.2% 

⑮周囲に人がいないので、孤立感を感じることがある。 32 15.8% 

⑯分からないことがあってもすぐに聞けないので、パソコンスキルが身につきづらい。 16 7.9% 

 
 



Q4.対面授業でよかったのはどのような点ですか。 
①板書事項や資料が見やすい。 53 26.2% 

②教科書では伝わりにくい動作を伴う事柄や、映像を使ったコンテンツが分かりやすい。 43 21.3% 

③学習に集中しやすい。 139 68.8% 

④モチベーションを保って授業に積極的に参加しやすい。 85 42.1% 

⑤協働学習（グループでの話し合い）がスムーズである。 149 73.8% 

⑥分からないところを調べるなど、自分で学習ペースを作りやすい。 16 7.9% 

⑦質問しやすい。 55 27.2% 

⑧発表などの表現活動がしやすい。 69 34.2% 

⑨周囲との一体感を得やすい。 107 53.0% 

⑩パソコンスキルが身につく。 6 3.0% 

 
 
Q5.同時双方向型オンライン授業で悪かったのはどのような点ですか。 
①通信環境に左右されやすい（音声や映像がズレたり、途切れたりすることがある）。 146 72.3% 

②授業が一方通行（先生が勝手に授業を進めているだけ）になりやすい。 95 47.0% 

③先生の操作ミスで授業の進行が妨げられることがある。 115 56.9% 

④パソコン操作に不慣れで、課題をうまく提出できないことがある。 44 21.8% 

⑤対面授業に比べて課題が多い。 52 25.7% 

⑥目や耳が疲れやすい。 95 47.0% 

⑦Classroom にアップされない板書事項や資料が見づらい。 66 32.7% 

⑧先生のジェスチャーや映像を使ったコンテンツが見づらい。 66 32.7% 

⑨誘惑が多く、学習に集中しづらい。 83 41.1% 

⑩周りに人がいないので、モチベーションを保って授業に積極的に参加しづらい。 74 36.6% 

⑪協働学習（ブレイクアウトルーム）に抵抗感がある。 73 36.1% 

⑫周りに人がいないので、分からないところを調べるなど、自分で学習ペースを作りづらい。 21 10.4% 

⑬声を出して質問しづらい。 93 46.0% 

⑭相手が見えないので、発表などの表現活動がしづらい。 59 29.2% 

⑮周囲に人がいないので、孤立感を感じることがある。 32 15.8% 

⑯分からないことがあってもすぐに聞けないので、パソコンスキルが身につきづらい。 16 7.9% 

＜その他＞ 
・大学に行かなくてもよい。 
 
 



【否定的な意見】  83/181（45.9％） 
やっぱり投稿して授業を受けた方が積極的に授業を受けれていいと思う。 
対面に比べてリモートのほうが集中力がもたないなと思う。スライドなどの授業の資料はリモートのほ

うが見やすくていいなと思った。 
オンラインだけでなく対面とのハイブリット型だったので、対面の人との理解の差が不安でした。どう

してもオンラインだと授業に集中しにくく、対面と比べて理解できていない部分が多かったです。 
話を聞く授業などはオンラインでも問題ないが、グループワークを必要とする授業は対面のほうが取り

組みやすい 
基本的には対面もオンラインもあまり変わらないと感じたから、このままずっとこれでもいいなと思っ

た。大学に来ている方が集中出来るのは確かだと思う。 
ホワイトボードなどに先生が書いたものが見にくい 
コロナの関係でオンライン授業を行うのは仕方ないですが、まだ先生も学生もオンライン授業に慣れて

いなく、設定する時間などの無駄な時間が多かったのでそれが無くなればもっといいと思いました。 
通学時間が長いのでオンラインの時は気が楽ですが、授業面などを見るとオンラインではあまり良いと

ころがないなと思いました。できるだけ対面授業がいいなと思います。 
私は、オンライン授業が苦手だったので、対面授業の方がいいと思いました。 
コロナ禍が終わればできれば対面授業を中心に大学生活を送りたいと思う。 
双方向型は対面の人に向けてしているため授業が分からない時がありました。なので、全員リモートに

した方がわかりやすかったかなと感じます。 
やはり、家で受けているときの方が圧倒的に集中できていないなと感じます。また、授業によっては音

声が途切れたりし、聞き逃すということは多々ありました。 
双方向型である点を使って、蘭先生の講義はよく出席確認のチェック漏れがあるのですが、出席してい

ないにも関わらず、「出席しました」とメールを送ると出席認定を貰っている人がいることが、不平等

だと感じた。 
オンライン出席してる生徒に気を遣わない先生がいるから面白くない 
パソコンを長時間見ることによって目にダメージが蓄積するので、頻繁に行うのはあまりよくないと思

う。 
私自身は対面と比べるとオンライン型で授業を受けるほうが集中できなかった。そして対面と比べると

やはり友達もできにくく面白みも少なかった。 
板書がオンライン側には見えなかったり、スライド等が動かないまま授業が進むなどあまりオンライン

授業に対していい印象がありません。 
同時双方向型オンラインは先生方の顔が画面上に出るけれど、カメラに向かって話すのではなく対面の

人に向けて話すので、授業に集中しにくいなと感じた。ハイブリッド型授業を経験して、できれば対面

で授業を受けたいと強く思った。 
大学に行く回数が減って負担も少なくなったけどオンラインだと授業を受けているという感覚がなくて

勉強意欲が減少していると感じました。 
オンラインの良い部分もありますが、授業を進めていくには、できる限り対面のほうがやりやすいと思

いました。 
対面の方が授業に集中できます。 



パソコンを使い慣れていないため、最初の頃は少し手間取ることもあったが、続けていくうちにパソコ

ンを使うことが少しずつ慣れてきた。対面授業のように顔が見えないため、声や顔を出して発表するこ

とに少し恥じらいがある。時々資料が見えていないこともあり、対面授業の方が積極的に授業に参加し

やすいと感じた。 
オンラインだと先生への質問がしにくい 
対面と比べて集中力が維持できませんでした。 
家庭によってwi-fi 環境に差があると思うので大学内でオンライン授業を受けることが出来る部屋など

を作るのもありかなと思います。 
自分は対面じゃないと集中できないので対面の方がいいです 
個人的にやはり対面かオンラインのどちらか一方に絞って欲しかったです。恐らく色々な事情で叶わな

かったのだと思うんですが、モチベーション的に少ししんどかったです。後期には期待したいと思いま

す。 
コロナ禍のため仕方のないことだが不満な点もある。 
先生方もオンラインでの授業に慣れていないところがあるとは思うのですが、一部の先生の講義で声が

拾えなかったり、途切れ途切れで聞きづらい状況になったりすることがあったので、今後もオンライン

授業をする場合、改善されているとより良いと思います。 
オンラインで先生の声が途切れたり聞き取りにくいと、授業内容があまり分からなくなり、課題などに

取り組み辛いです。 
誘惑が多く、学習に集中できないですし、音声が途切れたりすると重要なとこを聞き逃したりします

し、やりにくかったです。 
オンライン側の出席確認のために課題が多くなるのはしんどかったです。 
"オンラインであると操作方法や授業に関して質問をしにくいなという印象があります。 
また通信環境が悪いと聞こえずらい時があったので授業を受けているという感覚がない時がありまし

た。" 
オンラインだと家で受けて気が抜けてしまうので対面授業の方が集中できる。 
やはり対面に比べてやる気が出ないし、先生の声だけで授業をしているのでわかりずらいことが多かっ

た。課題の提出や資料の配布もタイミングが掴めないことがあり、不便だった。わからないことがあっ

ても、周りに聞くこともできないので、そのままにしがちになってしまう。やはり、対面がいいなと思

った。 
オンライン授業は対面授業よりも圧倒的に楽だけど、やっぱり対面授業のときの方がちゃんと授業を聞

いています。 
誘惑が多いので、オンライン授業より対面授業がいいとハイブリッドをして改めておもいました。 
対面授業に比べてやる気が起きませんでした 
声が聞き取りづらかったり、集中しづらい 
オンラインだと怠けてしまうし、先生方がどうしても対面の方に集中するので置いてけぼり感が凄かっ

た。 
オンライン上でのブレイクアウトルームに抵抗があり、毎回誰かが話さないとやらない空気感が嫌だっ

た。 
先生の声が途切れ途切れに聞こえたりすることがあり、授業内容の理解が難しい場面がある。 
対面とリモートで明らかに授業の理解度が違った講義もあったので、そこは少し残念でした。 



対面授業と比べ集中力が続かず、話が聞きづらいのでオンラインの方が勉強しずらいように感じまし

た。対面授業の方が友達がいて、先生の話を直接聞くことができるのでよかったです。 
オンラインの時に声が聞き取りづらい時があった。 
声が小さい先生だと、リモートで音声が聞き取りずらい。 
偶数と奇数で分かれているので友達関係を作るのが難しい 
グループワークがしっかりできないこともあって、少し戸惑ってしまったのでそのようなことがないよ

うになったらいいなと思った。 
オンライン授業は好きではないです。 
対面の方が授業に積極的に取り組めると思った 
個人的にオンライン授業より対面授業の方が集中できたし、対面授業の方が周りの友達と一緒に学習で

きるので頭に入りやすかった 
授業によると思いますが、オンラインと対面のそれぞれで毎回の授業の理解度が変わってしまうので、

対面かオンラインどちらかに絞った方が差が出ないのでいいのかなと思いました。 
対面授業の人が先生の目の前にいるのでどうしてもオンラインは置いてけぼりになりがちだと思いまし

た。 
オンラインではテスト範囲を口頭で言っている時に限って声が途切れたり、画面から離れて話す先生の

声が聞こえなかったりがありました。 
オンライン授業だと、ぼーっとしながら授業を受けてしまう場合もあり、目が覚めない時もあります。 
ネット環境の不具合によって、見えにくいこともあるので、対面授業の方が良いと思いました。 
オンライン授業だと家の安心感もあってゆったりとしてしまい、集中力が切れてしまうのでできれば対

面授業の方がいいなと思いました。 
先生の声が聞こえづらいことが多々ありました。 
ウェブカメラで見る板書はボケていてとても見辛い 
パソコンに不慣れなこともありオンラインで聴きながら作業することは難しかった。 
マイクを持ったまま先生が移動してしまうと声が聞き取りづらい 
教室とパソコンの前で 1人で授業を受けるのとでは、温度差ができてしまい、1人で受けている時は、

孤立感を感じることが多かった。 
"何人かパソコン操作に慣れていないのか、授業のスタートが遅い先生がいるのが気になる。 
自分で対面かオンラインか決める形じゃないので仕方ないと思って授業を受けるしかないのがモヤモヤ

した。" 
zoomだとすぐにおちてしまうことが多く、何回も入りなおすのが大変でした。 
オンラインで授業を受けるのが嫌 
板書が見えないことが多々あるので授業後に板書をクラスルームにあげるべきだと思った。 
オンラインは環境に左右されやすいので、早く対面になってほしいと思いました。 
板書が見ずらいので対面で受けたい 
先生がご自身のパソコンから離れて授業をされる時に音声が途切れ途切れになり、学生の質問、それに

対する答えが聞き取りにくいことが多々あった。 
オンラインで受ける場合マイクが声を拾ったり拾わなかったりして話がわからなくなることが多かった

ためそこの改善があれば良くなると思った 



パソコンから教授が離れると、マイクの音が遠くなったりして音を最大にしても聞こえづらくなってい

たので、そこを改善して欲しいです。 
オンラインでも真面目に授業を受けている人もいるので、オンラインの人のペースも見ながら授業をし

て欲しい。 
対面よりも集中しにくかったです。 
自分が悪いのですが、オンライン授業の際、周りに誘惑が多くて集中できないことが多かったです。当

初交互だった登学が、祝日などが重なったりして後の方、「1週間行って 1週間休み」みたいになって

たのが嫌でした。どこかで帳尻合わせして欲しかったです。 
対面授業とは違って、授業がスムーズに進まないことが欠点の一つだと思う。zoomを使った授業で

は、Google meetよりも通信状況が悪くなるため授業に支障をきたすことが多いように感じる。 
対面では集中して授業を受けているが、オンラインになると集中できなくなることがあります。 
対面に比べると少しやりにくさを感じる。奇数の人と偶数の人とで差が出る。 
人数は少ない方がやりやすくて、半々に分けることに抵抗はないが、先生によってスライドが動かなか

ったり、ミュートになってて聞こえなかったり不具合が生じるところは改善して欲しい点である。 
なかなかオンライン授業、初めは慣れなくて大変だったけど分散という形にしてくれてありがたかった

です。ただやっぱり顔も見えなく、その場にいているわけじゃないのでグループワークなどはとてもや

りづらかったです。 
スムーズにいかないところが多かったように感じた。 
オンライン授業は構わないのですが、先生の操作ミス（画面共有されていない、ミュートになっている

等）で授業内容が対面の人と差がつくのは気にります。 
特に問題はないと思いますが、協同学習のやり方にはあまり賛成出来ません。 
多くの先生が、オンラインの画面共有などに手間取って授業開始が5~10分ほど遅れることが多かった

と思いました。パソコンが得意な先生がいつも一緒にやれば開始がスムーズになると思いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【肯定的な意見】  48/181（27.0％） 
最初は戸惑ったけど慣れてくるとやりやすくて良かったと思った 
オンライン授業も対面授業も変わらない感じで受けれたので良かったです 
今の感じがちょうどいいとおもいます。 
オンライン学習を通してでも、すぐにわからないところを調べたりすることができたのでとてもよかっ

たです。 
対面に出ていても、meetに入って資料を見たりでき、便利だと思う。コロナの感染も防げたしよかっ

たと思う。 
対面の方が授業の内容などは分かりやすく感じるがオンラインは通学しなくてもいいので、それがある

からオンライン授業は満足できている。 
パソコンの操作に慣れてからは対面授業と同じくらい授業が受けやすかった 
今のコロナの感染状況も含まって、オンライン授業のほうが安心できます。注意力は分散しやすいけ

ど、自分自身の問題であります。 
授業スライドがオンライン授業の方が行ったり来たりできて見やすい。 
大学へ行くということじたい、かなりの体力や根気がいるので、正直ありかたい。 
朝遅れることがないためオンラインもあった方がありがたいです、 
対面授業と変わらず同じように学習をすることができて良かったです。 
オンラインで慣れないところも多々あったけど他の大学と比べて対面授業もやってくれたので良かった

です。 
オンライン授業は資料などが分かりやすくチャットなどで質問しやすいので良い点は多いと思います。 
リモート授業というのは初めてで最初は手こずったが、慣れれば対面授業とそれほど大差のない良いも

のだと感じました。 
移動時間がない分楽 
オンライン授業は自分のペースで進められるという点ですごく良かった。授業中に出席確認をするの

で、オンラインの時にダラダラすることもなかった。また、定期的に先生に直接会って質問もできるの

で困ったこともなかった。 
後期は完全対面授業になると聞いたが、最近またコロナの感染者数が増えているみたいなので、ほとん

どがワクチンを打っているとしても完全対面授業は怖い。 
身構えずに、楽な気持ちで授業を受けられると思いました。 
私は 1時間以上かけて大学に通っているので、電車に乗らなくていい日があるだけで少し気分が楽にな

れました。電車で完璧な感染予防をすることは難しいため、不安が薄れた気がします。 
学校が休校になるよりは、感染対策を考慮した同時双方向型での授業がある方が良いと感じる。 
この先も当分は必要だと思います。個人的にオンラインでの授業の方が1人で集中できるため、オンラ

インの方がやりやすく感じます。 
全てオンライン授業で行なっている大学も多くあることに対し、大和大学は同時双方向型オンライン授

業を扱っていて、いいなと思いました。 
人数が半分だからこそコロナ感染に対しての心配が薄まり対面やオンラインでのグループワークがやり

易かったです。 
"新型コロナウイルス感染拡大が考えられる現在、感染リスクを格段に減らすことができ、とても安心

できます。 



そして、オンライン授業であることによって、自由な時間を作ることができるなどプラス面もあるが、

集中しにくいなどのデメリットも出てくるため、オンライン・対面併用型が一番最適だと私は思いま

す。" 
対面授業の人もオンライン授業の人もまったく同じ授業をするので平等で良いと思いました。また、オ

ンライン授業の人にも質問をして、メッセージのところに答えを書いたりなど対面の授業と変わらない

授業スタイルが良いと思いました。 
家から受講できるオンライン授業は、とても便利ですし感染対策面でも安心できるので、自分は総合的

に良いイメージを持っています。 
オンライン授業だと通学時間がかからないため授業前までは時間を有意義に過ごせるのでいいと思いま

す｡パソコンに慣れるまでは大変だったけれど､今は慣れたので満足しています。 
思っていたよりオンラインでもスムーズにできたので安心しました。 
通学時間がないので時間を有意義に使えてよかった。 
オンラインの日の一限授業は朝に時間の余裕ができるので、大変有難かったてす。 
資料や映像を見やすいので理解が深まると思う 
家での方が集中できる 
同時だったので、コロナにかかるのではないかという不安があった。完全オンラインの方が少し安心だ

った気がする。 
体調不良などで学校を休んだ時など同時双方向型オンライン授業だと家でも受けれるのでその点はいい

なと思います。 
ぼく的には悪くはなかったんじゃないかなと思います。 
コロナ禍の中で感染に気をつけて最低限対面授業を行うなら同時双方向型オンラインはいい方法だと思

います。 
私は対面授業とオンライン授業のハイブリッド型構成が自分に合っていると感じます。なぜなら私は、

人と向かい合って話すのが苦手ですが、お互いに顔が見えなければあまり緊張せず、話し合いに参加で

きたからです。 
僕は家が遠いのもあって、同時双方向型オンライン授業になって、毎日登校するよりも自分の生活リズ

ムが整えやすい環境で勉強が出来たので、より落ち着いて勉強できた様に感じました。 
家で受けられるから良かった 
オンライン授業も対面授業と変わらず授業を受けることができた。 
対面授業でも、授業のスライド等をパソコンで表示することで、広い講義室でも目が疲れにくい 
家でも集中する力がつくのでよかった 
上記の点のように、オンライン授業について満足している点が多いです。発表やグループワークを伴う

授業であれば対面授業が適していると思いますが、それ以外はオンライン授業で十分だと考えます。ま

た、グループワークや、授業中での教授との関わりが全く予定されてないものでは、オンデマンド型オ

ンライン授業にし、倍速などで学ぶことで、より効率良くなるのではないかと考えます。 
資料や板書が見えやすいので、ノートがスムーズに取れた。 
教室より資料が見やすくて受けやすかった。 
 
 
 



【両方の意見】  45/181（24.9％） 
毎日学校に行くよりも友達と会う頻度が少ないし、半分の人とまだ会えていないのでそれが残念です

が、オンラインは板書が見やすいのでいいなと思います。 
わからない点があった時などはすぐに調べやすかったが、対面授業に比べるとあまり集中できないと思

った。 
最初はわからないことが多く不安もあったのですが自分でパソコンと向き合うことで苦手だったパソコ

ンが操作できるようになったのでそこは良かったと思っています。ただ質問がしづらいという点はやは

りこのオンライン体制の大きな課題ではないかと思いました。 
そんなに悪くはないが時々通信障害で声が聞こえづらくなったりすることがあるので改善してほしい 
ハイブリット型授業は集中して受けることができたり、調べ学習を同時進行できる点などは良いことも

たくさんありました。一方、まじめに出席している人と出席していない人との差が分かりづらい部分や

話し合いでもオンライン上では意見を出さない人がいたりとやりづらいと感じました。また、講義でも

板書事項が見えづらい点ややる気といった面ではとても個人では保つことが難しいと感じました。 
資料は対面授業より大きく見えるので分かりやすいけれど、板書されたものは映されていなかったり、

半分しか見えないことがあるので、板書もよく見えるようにしてほしい。 
オンラインで授業することも良い点はあると思いましたが、私は対面の授業の方が質問のしやすさや、

コミュニケーションを取れる対面の方が良いと感じました。 
同時双方向型オンライン授業はいいとは思うが、正直対面なら対面、オンラインならオンラインのほう

が取り組みやすいと思う。 
どちらもそれぞれメリットデメリットがあると思いますが、オンライン授業ではやはり対面授業と同等

の勝ちと思えません。確実に授業の質は落ちていると思うので授業料などの工面は考慮して欲しいで

す。 
入学時に体力の心配をしていたので、個人的には同時双方向型オンライン授業でちょうど良かったなと

思っています。しかし、慣れてくるにつれてあまり授業に集中できないことが増えていったのでそこは

改善していかないといけないなと思います。 
オンライン授業は朝ゆっくりする時間があっていいとは思いますが、家で受けていると気が散ってしま

ったり授業を聞いていても内容が入ってこない事が多々あったので、授業理解度は対面の方が高いと思

いました。 
通学時間が省けたからその時間を有効的に使えた。ただオンラインの時は先生の声が聞こえにくいとき

はイライラした。 
対面授業の方が集中はしやすいが、オンラインでいい授業もあるし、オンラインの方が学校に行く時間

が省けてその分違うことに時間が使える点がよかったです。 
大学に登学する回数が減ることでコロナ感染対策の一つになっていいと感じるが、マイナス面として家

では集中が途切れやすいという問題が出てしまって同時双方向型オンライン授業の善悪を表現しがた

い。 
基本的には、ほとんど問題なく授業を受けることができました。オンラインでのグループワークがなか

なか進まないことがよくありました。 
資料が共有されていないことも稀にあるが、基本的に対面授業とあまり変わらないと感じた。しかし、

対面授業のほうが集中できる環境にあると思った。 



季節柄、大雨などで電車が止まったり遅延してしまった場合などはとても助かりましたが、基本的には

目が疲れたり、時間帯によっては家の周りで騒音が起きたりするので受けにくかったです。最初の方は

1日ずつ交互だっのが途中から 2、3日連続でオンラインになってしまったりしたので、連日外に出ず

パソコンと向き合うのは精神的に辛かったです。 
同時双方向オンライン授業が取り入られる前、大学に毎日通うことが大変だと思っていたため取り入ら

れてとても楽になった反面、周りに誘惑するものがたくさんあるため授業に集中しづらくなった難点も

あった。 
リモートの時は誘惑が多く授業に 100%集中しにくい。でも、周りに人がいないので、集中できるとき

はとても集中できる。友達とのコミュニケーションがとりづらいので、対面での授業で自分の意見を述

べたり、相手の意見を聞いたり、色々な人と話したいので、全面対面になったら嬉しいなと思う。 
オンラインだと映像や音声が乱れたりして授業内容が聞き取りにくいことがあったが、オンデマンドよ

りかは生活リズムは乱れないしいい点もある。そして未だにコロナは収まっていないのでオンラインへ

の安心感もある。ただ授業への集中力が対面より減ってしまうのと、授業の資料をあげてくれない先生

もいるのでそこはあげてほしいと感じた。 
コロナに感染するリスクを減少させる点ではとても良かったが、やはり学校での対面授業に比べると、

自宅では授業に集中できていないと感じた。 
通学時間に 1時間半程かかり、通勤ラッシュや人混みの中なので出来ることが限られていますが、オン

ライン授業だとその通学時間を復習や予習に費やすことが出来るので時間を無駄遣いせず有効活用でき

るのでこの点はオンライン授業の利点だと思いました。しかし自分以外の人と気軽に意見を交わしたり

できない上に、教科担当の先生によって資料が見えにくかったりホワイトボードに書かれている文字が

見えないなど、オンライン授業受講者への配慮が足りないなと感じることもありました。 
対面授業では細かく見えにくい様な文字でもオンラインを通して自分のコンピューターに映し出すこと

で見やすく学習しやすいという所にメリットを感じました。しかし、やはり通信による聞こえずらさな

どから授業について行けず友人に助けを求めることも多かったので、対面であればよりスムーズだろう

と思うこともありました。 
対面のほうが集中できたが、リモート授業は移動などの無駄な時間が無くなり、課題をやる時間や自由

時間が増えて生活にゆとりができるのでリモート授業もよかった。 
オンラインは気候による通学ストレスがなく、対面は授業に集中しやすいです。どちらのメリットも享

受できるで、今の授業形態が気に入っています。 
オンライン授業はいいところと悪いところがあるので、対面とどちらがいいとは言えないですが集中し

やすいのは対面授業だなと両方を受けて思いました。 
学校に行って対面で受けるよりは通学時間が無くなるので少し時間に余裕が出来るのはいいのですが、

対面のほうが先生の声が聞き取りやすいと思います。 
適度に用いながら続行していくことが望ましいと考えます。 
これからも継続でいいと思う。 
パワーポイントなどの資料は見やすいが、クラスメイトの発表内容が聞き取れないことが多かった。 
オンラインでは資料などが見やすいが、少し集中できる環境ではないなと感じました。不具合が起きる

と授業ができない場合もあり、どっちがいいかと言われたら対面です。しかし、電車が動いていないな

どの場合はオンラインがありがたいです。 



高校時代のオンライン授業に比べると対面とあまり遜色のない授業をしていただけたとは思うものの、

やはり対面授業には劣るなぁと感じました。 
同時双方向型オンライン授業の回数を重ねるにつれて、授業自体がスムーズになったり、自分のパソコ

ンスキルが少しずつ身についたりしたと実感している。しかし、家にいると誘惑が多いため、なかなか

集中できなかった。 
オンラインでの講義は朝ゆっくり出来るので楽でありモチベーションは保ちやすいけど板書が見にくか

ったり音や映像が乱れることがよくあるので対面の方が良いと思う 
このような授業形態になることはある程度予想できていましたが、いざとなると不便な部分も多く、個

人的に一番の欠点だと思ったのは、集中できないところです。対面に比べてプライベート感が強い中で

の授業なので集中力が持ちませんでした。反対に、資料の見やすさや睡眠時間の確保という点では良か

ったと思いました。 
"同時双方向型オンライン授業にすることで、奇数と偶数との間に差が生まれて、合同になっても仲良

くなれる気がしない。 
授業に関しても、他大学はオンラインか通学がどちらかに絞っているのでオンデマンドなどが適用され

ていて羨ましい。 
一つ同時双方向型の良い点を挙げるとすると、他大学が完全オンライン授業になっていた間の数ヶ月

を、私たちは登校していたので友達づくりがしやすく、比較的仲良くなることができた。" 
オンライン授業は対面と違って授業を受けている感じがしないが、良い意味で勉強がはかどる。 
大学に行くのは遠くてしんどいので、今の頻度が丁度いいです。 
リモートは家でゆっくり受けることができるからいいなと思っていたが、眠たくなったり携帯を触って

しまったりすることが多くなった。対面授業は、グループワークもしやすいし友達と話せるので、対面

授業をはやくしたいという気持ちだった。 
オンラインでは分からないこと等を調べやすいが、授業に集中することは難しい。 
パソコンのスキルが身につくし分からない所は調べる習慣が付くと共に、孤立感を感じやすいなと思い

ました。 
対面で授業を受ける分には人数も半分になりすごく集中して授業を受けれる環境です。ですが、オンラ

インで授業を受けていると、対面の方ばかりをフォーカスして授業進行していくため、放ったらかしに

され、疎外感・孤独感をものすごく感じ、酷い時にはなんで今授業を受けているのか、この授業のため

に授業料を払い大学に来ているのか分からなくなります。 
長所・短所がそれぞれあれど、今の状態でも十分授業として続けていくことができるのではないかと個

人的に感じました。 
対面授業に行くための時間より起きる時間が遅くなる分よく寝られ、授業に集中できるようになりまし

た。しかし、電波の悪さで声が途切れたり、授業が止まったりとデメリットを感じました。 
家から出ずに、授業を受けられるのはとても楽だし安心なのですが、機械トラブルがあったりして授業

がスムーズに進まないところは残念です。でも、それ以外の部分では、自分が集中すればとても有意義

な学習スタイルになると思いました。大体の授業はパソコンにらも慣れてくると、普通の授業よりも受

けやすくなったので、オンライン授業は好きです。 
自宅で受けられる為体調が優れない日などには良いし、登下校の時間ロスが無くなるので空き時間が多

く取れるのは良い。しかし、どうしても先生の音声オフや、スライドが上手く表示されていない時、先

生が気づくまでに時間がかかる。生徒が声を出して指摘しても気づいてくれない先生が多い。教師のワ



イヤレスイヤホンなどの装着などでこのような事例を回避してほしい。スライドがいつの間にか止まっ

ていて、再開したら別の画面になっていた時、飛ばしてしまったスライドを振り返ってくれない先生も

いるので、困っている。 
通学するのに 1時間程かかってしまうので、その時間をかけずに授業に参加できるオンライン授業はと

ても有難いと感じています。 
 
 
【その他】  ハイブリッド授業に対する意見 
授業の人数も半分でちょうどいい 
全てリモートよりは良かったです。 
オンラインと対面と交互にするならば良いと思います。 
オンデマンドの方がいいと思う。 
ハイブリット型はよかったです。 
登校の日は 1日ごとの交互が良いです。 
1週間ごとの対面とオンラインの交代は連続でオンラインになるとしんどくなりました。 
1週間交代でオンライン対面となるので学校が苦にならないのはとてもいいことだと思います。 
オンライン授業と対面授業それぞれで特に不満はないが、対面とオンライン授業を交互に実施される

と、メリハリがつかず、精神的にも振り回されることが多かったので、対面なら対面、オンラインなら

オンラインと、どちらか 1本でやって欲しかった 
東京でもコロナがかなり増えてきているので、大阪も増える可能性は十分あり得るし、後期から全員登

校という形はリスクがあるため、もう少し様子を見てから決めるべきではないかと思う。 
授業によってはオンライン授業の方が良かったように思う。 
フォームを使うと回答がやりやすかったです。 
 
 
 
 
 


